
十夜ヶ橋 
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弘法大師の頭の上をトラックが二重に通る 
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弘法大師は橋の下で 
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遍路にスタートするとき、橋の上では 
杖をついてはならんといわれた 
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水遁の術もある。「全部歩いたか｝をかなり問われるので、 
気にしていたが、私を道連れにして水遁の術 
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須崎市営の渡船だが、お客は我々二人だけ 
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この輪トンの術も乗客二人だけ 
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ここから足摺岬往復。国道がメインだが、海辺や山へ昔
の遍路道をたどりながら、国・県道を行く。ほとんどトラッ
クなどはこないので山の小鳥どもの歌が聞こえる 
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魚つき保安林を行く 
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道標あり 
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歩道はなかったがトラックはこない。岬に用はないらしい。 
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